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担 当

履 修 区 分

令和４年度　年間指導計画

期
内容の

まとまり
単元

（題材）
項目

（学習内容）

評価の観点
評価方法単元（教材）の評価規準

教 科 書

副 教 材 等

１ 学習目標

３ 全体計画

　近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考え方を深め、進んで
読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。

２ 学習評価

※定期考査については、上記ｂ、ｃ、ｄ、ｅの観点について学習内容に応じて適切に配分しています。

評価の観点

関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

知識・理解

当該科目の評価の観点の趣旨

国語で伝え合う力を進んで高めるとともに、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図ろうとする。

目的や場に応じて効果的に話し的確に聞き取ったり、話し合ったりして、自分の考えをまとめ、深めている。

○ ○

○

月

○

小説

前期中間考査

○

「自明性の
罠」からの解
放

山月記

前
　
　
　
期

相手や目的、意図に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えをまとめ、深めている。

文章を的確に読み取ったり、目的に応じて幅広く読んだりして、自分の考えを深め、発展させている。

伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり、漢字などについて理解し、知識を身につけている。

評論 身体の個別
性

評論の論理的構成
を把握し、そこから
筆者の主張を理解
する読解の手順を
学ぶ。

ａ）発達心理学の基礎を築いたピアジェの理論とそれに対する批判的な意見を
読み取れている。
ｂ）ピアジェの理論とそれに対する批判的な意見を理解した上で、自分の考えを
もち、それを深めている。
ｅ）ここで述べられる「自己中心性」が、現代の日常生活にもつながるものである
ことを理解している。

・課題テスト　・ノート
・小テスト　・音読
・授業態度
・課題取り組み状況
・定期考査

・課題テスト　・ノート
・小テスト　・音読
・授業態度
・課題取り組み状況
・定期考査

ａ）祖父の死という非日常でありながら誰にも起こりうる出来事について、少年の
微妙な心の動きを読み取ろうとしている。。
ｄ）小説における登場人物の微妙なお心の動きを読み取っている。
ｅ）小説に描かれた世界が非日常でありながらも私たちの日常に通じるものであ
ることを理解している。

○ ○ ○

○

～

評論 文章の論理展開を把
握し、具体例が論理に
どのような効果を持た
せているかを考える

・課題テスト　・ノート
・小テスト　・音読
・授業態度
・課題取り組み状況
・定期考査

a）論理的な文章の読解技術を身につけている。
b）文章の論理展開を把握し、筆者が何を言おうとしているかを理解している。
c）筆者の洞察をふまえつつ自分の見解を持っている。

○

前期末考査

○

小説 短編小説の持つ緊
密な構成を理解し、
鑑賞の仕方を学
ぶ。小説を自分に
引きつけて読み、
人間に対する考え
方を深める。

・課題テスト　・ノート
・小テスト　・音読
・授業態度
・課題取り組み状況
・定期考査

a）作中における「人間」という言葉を理解し、「人間」について考えを深めようとし
ている。
b）受け入れがたい運命を受け入れるために、自分自身にその理由を求めてい
かざるを得ない「人間」の姿に思いを寄せることができている。
c）登場人物の心の動きを正しく読み取っている。

・課題テスト　・ノート
・小テスト　・音読
・授業態度
・課題取り組み状況
・定期考査

～

小説 舞姫

○

a)明治期の小説の中に描かれる世界や当時の人々の生活や考えに関心を持っ
ているもち、登場人物の心の動きを丹念に読み取ろうとしている。
ｃ）登場人物の心の動きを正しく理解した上で、それに対する自分の感想や意見
を適切にまとめ、周囲にわかるように文章表現している。
ｅ）明治期の言葉遣いや生活、そこから生じる人々の考えや言動について理解
している。

○

タオル ・少年期の心の微
妙な動きとそれを象
徴するものを通し
て、小説に描かれ
た世界を味わう。

○

○

○

・課題テスト　・ノート
・小テスト　・音読
・授業態度
・課題取り組み状況
・定期考査

～

～

評論・小説 問題演習 ・実践的な演習問
題に取り組む。

ａ）実践的な演習問題に積極的に取り組み、語句の理解を深め、記述力を高め
ようとしている。
ｃ）実践的な演習問題に積極的に取り組み、語句の理解を深め、記述力を高め
ている。
ｅ）記述問題やマーク問題演習を行う中で、語句や構造に注意し分析的に読
み、理解を深めている。

・課題テスト　・ノート
・小テスト　・音読
・授業態度
・課題取り組み状況
・定期考査

○

○

ａ）実践的な演習問題に積極的に取り組み、語句の理解を深め、記述力を高め
ようとしている。
ｃ）実践的な演習問題に積極的に取り組み、語句の理解を深め、記述力を高め
ている。
ｅ）記述問題やマーク問題演習を行う中で、語句や構造に注意し分析的に読
み、理解を深めている。

後
　
　
　
期

○ ○

後期中間考査

近代小説の代表的
な作品に触れ、当
時の人々の息づか
いに触れると同時
に、現代人にも変
わらず流れるものを
感得する。

○

評論・小説 問題演習 ・実践的な演習問
題に取り組む。



ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

計

５ 授業や課題等に取り組む上での留意点４ 考査の観点別配点

後期末後期中間

10

前期中間

10

①本文を熟読し、語句の意味、予習プリントを確実に
自力で解いてくること。
②課題、演習問題に丁寧にじっくりと取り組むこと。
③重要な語句、筆者の主張、心情に線を引き、内容
を理解するように努めること。
④提出物の期限を厳守すること。

前期末

10

20
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20
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20

20

20

30

20

20

20

30


